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常陸大宮市道の駅基本設計が決定しました常陸大宮市道の駅基本設計が決定しました常陸大宮市道の駅基本設計が決定しました
～常陸大宮市の魅力を創造・体感・発信する道の駅を目指して～
　道の駅基本設計は、建物の配置、外観、面積等がまとめられています。常陸大宮市としての魅力や情報を
コーナーのほか、地域連携施設として、農産物直売施設・特産品販売施設、飲食施設などや久慈川の親水機
を行います。
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１．施設概要
　　　建　設　地　　　常陸大宮市　岩崎地内
　　　敷 地 面 積　　　４０，１８４㎡（堤防用地を除く）
　　　構　　　造　　　鉄骨造平屋一部２階建て（本館）
　　　延べ床面積　　　本　館　１，７４７．４９㎡　　　トイレ棟　　２２１．３０㎡　　　

　　　その他　１，１５６．８８㎡　　　合　　計　３，１２５．６７㎡
２．計画施設
　　　休 憩 施 設　　　駐車場　小型車１３０台、大型車１８台、身体障害者用３台、

電気自動車充電施設２台
　　　トイレ　男子用（小：１２、大：６）、女子用（大：１６）、身体障害者用：１

　　　情報発信施設　　情報発信コーナー（休憩スペース含む）
　　　地域連携施設　　農産物直売施設・特産品販売施設、飲食施設（６５席）、軽食コーナー（４０席）、

　　　加工施設、多目的室、調理室、イベント広場、農園・公園、親水広場
３．概算事業費　　　　１４億２千万円（平成２６～２７年度に施工する上記、計画施設の建設工事費）
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常陸大宮市道の駅基本設計が決定しました

を一元的に発信する、シティセールスを行う場として、道の駅の基本施設であるトイレ、駐車場、情報発信
機能を活用した親水広場を整備します。今後、この基本設計をもとに、具体的な工事に入るための実施設計
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